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星空ガイド ９月１６日～１０月１５日

※惑星は２０１９年１０月１日の位置です。

よいの星空
９月１６日２２時頃

１０月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
９月１６日 ４時頃

１０月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

９ １６ 月 ５：４１ １８：０４ １９：２６ ７：０９ １６.７

２１ 土 ５：４４ １７：５７ ２２：２０１１：５６ ２１.７

２６ 木 ５：４８ １７：５０ ２：２２１６：２６ ２６.７

１０ １ 火 ５：５１ １７：４３ ８：２０１９：３７ ２.４

６ 日 ５：５５ １７：３６ １３：２７２３：３１ ７.４

１１ 金 ５：５９ １７：２９ １６：３３ ３：１３ １２.４

１５ 火 ６：０２ １７：２４ １８：２７ ６：５５ １６.４

星空ガイド

２



いるか座を見よう

わし座とペガスス座の間に、いるか座という小さな

星座があります。明るい星は無いため、大阪市内中

心部では見つけることが難しいかもしれません。です

が、特徴的な星の並びがあって、覚えやすい星座で

す。北東の端にあたるγ（ガンマ）星は、２重星で、

望遠鏡で見ると、クリーム色と水色の星が並ぶ様子

を見ることができます。

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

９ ２２ 日 下弦（１２時）

２３ 月 秋分(太陽黄経１８０°)

２８ 土 月が最近(３５７,８０２km)

２９ 日 ●新月（３時）

１０ ３ 木 夜、南西の空で月と木星が６°離れ

て並ぶ

５ 土 深夜、南西の空で、月と土星が約

５°離れて並ぶ

月 日 曜 主な天文現象など

１０ ６ 日 上弦（２時）

８ 火 寒露(太陽黄経１９５°)

９ 水 １０月りゅう座流星群（ジャコビニ流

星群）が極大の頃

１１ 金 後の月

月が最遠(４０５,８９９km)

１４ 月 ○満月（６時）

右：双眼鏡の視野（７°の円）といるか座
ステラナビゲータ１０を使用して作図

飯山 青海（科学館学芸員）

星空ガイド
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特許情報の大量分析から生まれた「ＴＲＩＺ」

独立行政法人工業所有権情報のページ

図１ 特許調査の例

ソニー㈱ 永瀬 徳美

１．はじめに

みなさんが「特許」と聞くと、多くの方が「発明」という文字を同時に連想されること

でしょう。特許とは、特許庁が発明の内容に対して新規性や進歩性、有効性を審査

し、優先使用権限（発明した人が優先的に商業利用できるという権利）などを付与す

る行政活動です。

誰でも自分が考え出した発明を申請（特許出願）することができます。

※特許出願やその権利の維持には、一定のお金は必要です。

出願された特許の情報は、すべて公開され、だれで

も図‐１に示すように、検索して、参照することができま

す。

「発明」と同じように使われる言葉に「アイデア」があ

りますね。

例えば、変わったおいしい料理を思いついたり、ポス

ターの新たなデザインを思いついたり、遠くの惑星に行

くロケットを考え出したり。

何か良くなることを考え出したら、すなわちそれはア

イデアですね。

これまでにはない画期的なアイデアは、発明的なア

イデアと言えるでしょう。

皆さんも「これはすごいぞ」と思えるアイデアを思いつい

たら、発明として特許出願することに、ぜひ挑戦してく

ださいね。

２．ＴＲＩＺの誕生

世の中には、優れた発明や特許の情報に触れ、自分もそのような発明ができるよ

うにと願って、「発明する方法を発明しよう」と挑戦した人々がいます。

旧ソビエト連邦海軍で特許調査を担当した経験を持ち、特許の分析に情熱を注い

だゲンリッヒ・アルトシュラー（Ｇｅｎｒｉｋｈ Ａｌｔｓｈｕｌｌｅｒ：１９２６～１９９８）もその一人で

す。（図２ 出展：国際ＴＲＩＺ協会 （ＭＡＴＲＩＺ） 日本語ページ）

彼は、様々な特許を調べるうちに、発明には一定の法則性が存在するのではない

かと考えました。

そして、友人や同僚と共に当初約４０万件、のちに２０数年間費やして２５０万件と

もいわれる膨大な特許分析に取り組み、体系的で構造化された思考方法の理論を

構築していきます。そう、ＴＲＩＺの誕生です。

特許情報の大量分析から生まれた「ＴＲＩＺ」
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図４-２．ロケットのモデル化の例

① 現実の問題を定義し分析する

② 定義した問題をモデル化する

③ モデルの解決策を考える

④ 解決策を現実に合わせ具体化する

中でもＴＲＩＺの大きな特徴は

「② 定義した問題をモデル化する」と

「③ モデルの解決策を考える」です。

４．１ 問題をモデル化すること

モデル化とは、複雑なモノや事柄をみんなが判るように、簡単なモノや事柄に置き

換えることです。モデル化の身近な好事例は、プラモデルですね。

本物の車や飛行機は極めて複雑で、専門技術や特殊作業が不可欠ですが、プラ

モデルなら子供たちも楽しみながら組み立てることができます。

ロケットの知識の分野ではどうでしょう。

図４に、ペットボトルロケットを取り上げてみます。

本物のロケットは、液体燃料や固体燃料

を燃焼させて、きわめて高温で高圧のガス

流を後方に噴出して飛翔しますから、一般の

人は打ち上げることができません。

でも、ペットボトルロケットなら、子どもたちで

も打ち上げることができます。

夏休みに友達と一緒に作ったり、広場で

飛ばして楽しんだり。

ペットボトルロケットは、本物のロケットの仕

組みを簡単な仕組みに替えた、優れたモデ

ル化の例ですね。ＴＲＩＺのモデル化も同じです。

解決が困難な問題を抱えていて、他の分野の人に相談するには、自分の専門分

野の問題を他の分野の人にも理解ができるようにすることが肝要です。

すなわち「② 定義した問題をモデル化する」ことが大事なのです。

４．２ モデルの解決策を考えること

問題をモデル化することと同じように、ＴＲＩＺでは様々な技術分野の成功事例とし

ての世界中の特許・発明の情報や先人の知恵もまた、分類整理され体系化されて

います。すなわち、モデルの解決策として準備されています。

問題をモデル化したのち、「③ モデルの解決策を考える」に進むと、幾つかのモデ

ルの解決策を手に入れることができる、すごく便利な考え方です。

但し、「③ モデルの解決策を考える」という考え方は多少慣れも必要です。

提供されるモデルの解決策は、一見あいまいで抽象的で、他の分野の解決事例

図４-１．ＴＲＩＺの考え方

特許情報の大量分析から生まれた「ＴＲＩＺ」
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なので、そのままそれを自分たちの解決策とすることはできない場合が多く、ちょっと

イライラするかもしれません。ですが、ＴＲＩＺのモデルの解決策の考え方を使うと、自

分の専門分野では気づかないアイデアのネタや、これまでは参考にすることが無かっ

た情報などが手に入るのです。

モデルの解決策は、次の「④ 解決策を現実に合わせ具体化する」ことを経て実

際の解決策に仕上げていきます。

５．矛盾のモデルで考えてみる

「矛盾があるね」と言われたり、聞いたりしたことあるでしょうか。

一般に「矛盾」とは、二つの物事がくいちがっていて、つじつまが合わないこと、両

立できないことで、「それは解決が不可能だよ」ということです。

しかし、ＴＲＩＺの場合は、「不可能です」と宣言するのではなく、積極的に問題の中

の矛盾を発掘して、その解決＝両立することを考えていくのです。

５．１ 宇宙ステーションの矛盾問題を考える

地球を周回する宇宙ステーションのキャビンを大きくしたいけれど、ロケットの製造

が困難になる矛盾問題を取り上げてみましょう。

この問題を、「② 定義した問題をモデル化する」に取り組んでみると、

「宇宙ステーションのキャビンを大きく広くすると、宇宙での活動を便利で快適にす

ることができるが、打ち上げロケットが大型化して製造が困難になる。

一方で、キャビンを狭く小さくすると、打ち上げロケットの製造は困難ではなくなる

（容易になる）が、宇宙での活動は不便で快適さが不足する」のような矛盾モデルとし

て表現できます。

矛盾モデルを表す図（図５‐１）にして

みると判り易いでしょう。

図中の矢印の付いた線は、機能や

作用を表すもので、くねくねと曲がって

いる線（赤線）は有害な作用を、また、

破線は不足する作用を意味していま

す。

このような図を書いて、解決の方法

を考える手順で進めると、そこには２通りの解決の方針が見えてきます。

方針その１：広くて大きなキャビンをどうにかして製造する

方針その２：狭くて小さいキャビンをどうにかして便利で快適にする

解決の方針も検討することができますから、この段階で方向性を絞ったり、逆に、

多様な解決策に広げたり、従来よりもスマートに考えることができます。

「② 定義した問題をモデル化する」ことができたので、次に、「③ モデルの解決

策を考える」に取組みます。ここで「４０の発明原理」の登場です。

図５-１．キャビンの問題の矛盾モデル図

Ｎａｒｕｍｉ．Ｎａｇａｓｅ
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図５-２．分割原理を使った宇宙ステーションの
アイデアと身近な例

図５-３．入れ子原理を使ったアイデア

幾つかの発明原理を使った解決アイデアを考えてみましょう。

まずはじめに、Ｎｏ.１原理：分割原理を使った解決アイデアです。

図５‐２に示すように、一度に広くて

大きなキャビンを打ち上げるのではな

く、複数に分割して打ち上げて、宇宙

空間で結合して組み立てるという解

決アイデアです。実際のＩＳＳでも採用

されていますね。

みなさんがなじみのあるパズルや、

ご飯とおかずが仕切られているお弁当も、分割原理で工夫していると見ることができ

るでしょう。

もう一つ、Ｎｏ.７原理：入れ子原理を使った解決アイデアも見てみましょう。

図５‐３に、その解決アイデアの一例を示します。

入れ子とは、一部が内部に取り込まれる構造としてよく知られています。

宇宙ステーションの実験棟を入れ子の構

造になるように工夫しておき、短く収納して打

ち上げることで、ロケットの長さを短くすること

ができますね。

伸縮するアンテナはご存じでしょう。

短く縮めたアンテナは、持ち運びに便利

で、使うときは伸ばして高感度で受信するこ

とができるので、持ち運び性と高感度性の両

立、すなわち、矛盾を解決している好事例だと思います。

２つの発明原理を使いましたが、アルトシューラーらが優先して考慮すべき打ち手

として整理した発明原理は、４０個準備されています。

前述の２つの解決アイデアは、このなかのＮｏ.１原理：分割原理とＮｏ.７原理：入れ

子原理の２つのモデルの解決策から着想して、具体化した例です。

４０の発明原理の一覧

特許情報の大量分析から生まれた「ＴＲＩＺ」
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図５-４ 矛盾マトリックスの一部

５．２ 発明原理を選択する

さてここで疑問を持たれたのではないでしょうか。なぜ２つを選んだのでしょう。ある

いは、どの原理を選択すればいいのでしょう。

４０通り考えてみるということでもいいのですが、実はＴＲＩＺには、矛盾解決マトリック

ス（矛盾マトリックス）表というものが準備されています。

縦方向に良くなること（改善したい特性）、横方向に悪くなること（悪化する特性）、

その交点には、優先して活用すべき発明原理の番号が整理されています。

改善したい特性と悪化する特性は同じ内容で、３９種類の特性項目に整理され、

３９×３９のマトリックスとして、全体を一覧することができます。

図５‐１の矛盾モデルから、改善したい特性とそれに対して悪化する特性を３９の

特性項目のなかから選択してみましょう。図５‐４を参照してください。

改善する特性：キャビンを広くしたい⇒７：移動物体の体積

悪化する特性：ロケットが大きくなる⇒３：移動物体の長さ

それから、矛盾マトリックスのその２つの特性の交点を確認します。

そこには、４つの発明原理の番号が記載されています。

Ｎｏ.１原理：分割原理 Ｎｏ.７原理：入れ子原理

Ｎｏ.４原理：非対称原理 Ｎｏ.３５：原理：パラメータ変更原理

「この４つの発明原理を使って解決してみたまえ」と、アルトシューラーが提案して

いる・・・すなわちこれが、モデルの解決策なのです。

このモデルの解決策の提案を受けて、先に示した２つの解決アイデアを考えたとい

うわけです。ということは、まだ２つの発明原理が残されていますね。

Ｎｏ.４原理：非対称原理とＮｏ.３５：原理：パラメータ変更原理を使った解決アイデ

アも考えた方がよさそうです。みなさんもちょっと考えてみてくださいね。

Ｎａｒｕｍｉ．Ｎａｇａｓｅ
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図６-１ 技術進化の一例
(モノーバイーポリ)

６．技術進化の法則でこの先のアイデアも考えてみる

アルトシューラーらが見出した２番目の発明の法則性、そう、技術進化の法則もス

マートな思考方法を与えてくれます。上手く活用すると、まだ思いついていない次のア

イデア、将来の発明を先取りするように考えることもできます。

ここでは、ロケットの開発の歴史を振り返って、そこに見えてくる技術進化の法則の

例を取り上げてみます。

ロケットは、当初は１段型でしたが、その

後、打ち上げ高度アップや大型化も進めら

れ、ロケットエンジンの構成は、２段～３段、

そしてブースター付きへと進化してきたと見

ることができるでしょう。

図６‐１に示すように、モノ（１つ）、バイ（２

つ）、ポリ（３つ）、そして複合ポリという技術進

化の法則とよく一致しています。

技術進化の法則は、最初は単純な工夫

から徐々に複雑で高度な工夫が積み重なっ

てきた人類の技術的発展の法則と言えます。

次に、宇宙ステーションや最近では人の外科手術などでも活用が進んでいるロボ

ットアームの例を取り上げます。

図６‐２に、可動性の向上とロボットアー

ムの進化の例を示しています。

ロボットアームの場合は、不動型から一

部可動へ進化し、その後、多数可動系へ

と進化してきています。

皆さんはヘビ型のロボットアームを見た

ことありますか？一部のＳＦアクション映画

で見たような？

そうです。ＴＲＩＺの技術進化の法則を理解し上手く活用すると、まだ実現していな

い工夫や将来の発明を先取りできる可能性もあるのです。

※技術進化の法則から発展し提案されている多数の法則は、「進化パターン」や

「進化のトレンド」と表現されている場合もあります。

例として取り上げた２つの進化の法則の他にも、色んな法則が準備されています。

親しみやすい技術進化の法則を紹介します。

・分割の進化：

物体や空間が、全体で１つの状態⇒幾つか⇒小さく⇒細かく、分割が進む

具体化の事例：石炭燃料は塊から粉体へ、さらに、微粉から液状化へ

図６-２ 技術進化の一例
(可動性の向上)

特許情報の大量分析から生まれた「ＴＲＩＺ」
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・密度の減少

強くするための材料が段々と軽量化され、強度／重量の比が増加していく

具体化の例：航空機の材料は鉄からアルミ合金、そしてカーボン複合材へ

・幾何学的な進化：

直線的な１次元形状から、２次元変形、３次元変形の形状へと複雑化する

具体化の例：蛍光灯は直管型、丸菅型、２重折曲げ型から立体らせん型へ

・トリミング・単純化の進化

一度複雑化したものは、少しずつ構造が単純化していく

具体化の例：多機能でボタン満載型からボタンのないタッチパネル型へ

これから解決策を考えたりする場面でこのような技術進化の法則を使うと、ちょっと

未来を想像できて、将来のアイデアを先取りして発明したり、次に誕生する新しいシ

ステムをいち早く提案することもできるかもしれません。

７．おわりに

今回、世界中の特許情報の大量分析から生まれたＴＲＩＺを紹介しました。

ここで紹介したＴＲＩＺの法則や考え方はほんの一部です。

みなさんがＴＲＩＺを使ってみようかと思ったら、まずはご自身の身近なことへの活用

から始めてみてください。

簡単なことでもいいので、普段接している身近な問題の解決や改善の検討に試し

てみましょう。既にあるアイデアのその次を考えるのもいいですね。

どんなアイデアが出るのだろうかと、楽しみにしながらＴＲＩＺを使って考えてみてくだ

さいね。

もしみなさんが、もう少しＴＲＩＺを知りたいと思ったら、下記の情報も参考にしてくだ

さい。色んな情報が紹介されていますし、参考となるリンク先情報も知ることができま

す。

ＮＰＯ法人 日本ＴＲＩＺ協会ホームページ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｔｒｉｚ‐ｊａｐａｎ.ｏｒｇ／

８．謝辞

本稿執筆にあたりＴＲＩＺの歴史情報等の提供と確認を頂けました日本ＴＲＩＺ協会

様、ソニー㈱のＴＲＩＺ実践関係者の皆様に感謝いたします

著者紹介 永瀬 徳美（ながせ なるみ）

１９６１．０３．１３生まれ。１９９６年にＴＲＩＺの修得に着手、２００１

年からはＴＲＩＺ‐Ｐｒａｃｔｉｔｉｏｎｅｒとして企業内の各種プロジェクトに

参画。

現在は、ソニー（株）Ｒ＆Ｄセンターを中心に、エンジニア

の発明創出や価値創造の活動を支援中

Ｎａｒｕｍｉ．Ｎａｇａｓｅ
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地球以外の天体へ行き、その物質（試料・サンプル）を地球へ持って帰る（リター

ン）ことを、サンプルリターンと言います。
その最初は、アポロ１１号の月着陸による、月の石の持ち帰りです。今から５０年前、

１９６９年に行われました。人類が、初めて、地球以外の物質を採取した出来事です。
隕石は、地球の外から地球に落下してきた「地球外」の物質ですが、そのほとんど

は、どの天体からやってきた岩石なのか分からないうえ、人類が意図的に欲しいサン
プルを手に入れられるわけではありません。

人類が自ら能動的に地球外の物質を採集して
きたサンプルリターンの歴史を振り返ってみます。

�‰�É�ý
地球から最も近い天体は月です。人類初のサ

ンプルリターン計画の対象が月の石であることは、
極めて当然のことです。

月へ着陸し、地球へ帰還した宇宙船は９機あり
ます。アメリカが打ち上げた、アポロ１１号(１９６９
年)、アポロ１２号(１９６９年)、アポロ１４号(１９７１
年)、アポロ１５号(１９７１年)、アポロ１６号(１９７２年)、アポロ１７号(１９７２年)と、ソ連
（現在のロシアを中心とした連邦国家）が打ち上げたルナ１６号(１９７０年)、ルナ２０
号(１９７２年)、ルナ２４号(１９７６年)です。

アポロ計画では、宇宙飛行士が月に降り立ち、月面の岩石を採取しました。特にア
ポロ１５号以降は、月面車が搭載されて宇宙飛行士の活動範囲も広がり、月の石の
回収重量も増加しました。アポロ１１号
での約２２kgの月の石の回収以降、計
画が進むにつれて回収重量も増加し、
アポロ１７号では１１１kgの月の石が地
球に持ち帰られました。

一方、ソ連のルナ計画では、無人の
着陸機による月の石の採取が行われま
した。ルナ１６号、２０号、２４号で、それ
ぞれ１０１g、３０g、１７０gの月の石が地
球に持ち帰られました。
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太陽からは、太陽風と呼ばれる高速の粒子が吹き出しています。この太陽風の粒

子は、地球の磁場や大気によって遮られているため、地表では観測することができま
せん。

ジェネシスは、この太陽風の粒子を採取するため、２００１年に打ち上げられまし
た。地球と太陽の間にあるラグランジュ点Ｌ１にとどまり、２年３ヶ月に渡って太陽風粒
子を集めた後、２００４年に地球に帰還カプセルを投下しました。帰還カプセルは設
計図のミスによりパラシュートが開かず、高速で地面に激突してしまうというトラブルが
ありましたが、太陽風の粒子を納めた容器のうち破損を逃れたものから、太陽風粒子
のサンプルが回収されました。

�����J������
１９９９年にNASAが打ち上げた彗星探査機「スターダスト」は、２００４年にヴィルド

第２彗星に接近し、すれ違いざまに、彗星周辺にただよっているダストを採取しまし
た。２００６年に地球に帰還カプセルを投下して、彗星のダストを地球に届けました。

彗星から採取されたダストからは、結晶質のカンラン石やアミノ酸が発見されまし
た。結晶質のカンラン石は、この粒子が８００℃程度以上に加熱された歴史を持つこ
とを強く示唆しており、彗星は太陽系の初期に太陽から遠く離れた低温環境下で作
られた天体であるというこれまでの考え方に一石を投じる発見でした。

�Ê�ß�Ñ�°
２００３年に打ち上げられた日本の小惑星探査機「はやぶさ」は、２００５年に小惑

星「イトカワ」へ着陸しました。その後、地球との通信が途絶えるなどのトラブルがあり
つつも、２０１０年に地球に帰還し、イトカワの表面物質を地上に届けました。

イトカワへの着陸時に、サンプル採取のための弾丸が発射できなかったため、回収
できたイトカワの表面物質は、ごく微量にとどまりました。

�Ê�ß�Ñ�°�•�†�ü���ö�>���I�>������
現在進行中のサンプルリターンミッションとして、「はやぶさ２」と「オサイレス・レック

ス」の２つのミッションが進行中です。はやぶさ２は、２０１４年に打ち上げられ、現在
小惑星「リュウグウ」を探査中、２０２０年に地球帰還の計画です。「オサイレス・レック
ス」は、２０１６年に打ち上げられ、現在小惑星「ベンヌ」を探査中、２０２３年に地球
帰還の計画です。
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太陽のまわりには８個の
惑星がまわっていますが、
最近では太陽以外の星の
まわりをまわる惑星も見つ
かっています。「太陽系外
惑星」と呼ばれるこれらの
星は、１９９５年から現在ま
で、四千個あまり発見され
ています。では、地球から
はるか遠くにある星の周り
をまわる小さな惑星をどうやって見つけるのでしょうか。そして、見つか
った惑星はどのようなものでしょうか。太陽以外の星のまわりをまわる
惑星をさぐってみましょう。
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このページはジュニア科学クラブ（小学校５・６年生を対象とした会員制）のページです。

ジュニア科学クラブ 9ジジュュニニアア科科学学ククララブブ 99
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◆集 合：プラネタリウム・ホール（地下１階） �ˆ�‰�‚�•�Í�ˆ�‰�ƒ�„�É�Ó�Æ�¹�Á�ª�»�°�Ÿ
◆もちもの：会員手帳・会員バッジ・月刊「うちゅう」９月号・筆記用具

実験教室に必要なもの（７月号を見てね！）
◆内 容： ９：４５～１０：３５ プラネタリウム（全員）

１０：４０～１１：４０ 実験教室（会員番号７８～１５３）
�†�‰�í
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１０：４０～１１：４０ てんじ場たんけん（会員番号１～７７）
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１９８９（平成元）年にオープンした大阪市立科学館は、こ
の１０月７日で開館３０周年を迎えます。ありがとうございま
す！ これを記念し９月～１１月に様々なイベントを予定し
ています。エキストラ実験ショーやプラネタリウムの学芸員ス
ペシャルの一部でも開館以来のネタが登場。限定で記念
品プレゼントも予定しています。ぜひ、スペシャル期間に科

学館に足を運んでください。★のイベントの詳細情報はインフォメーションをご参照！

�ˆ�‰�•�‡���w�Ý�x �~���,�	�5�=���ö���•�Ê�ß�Ñ�°�• ���J���;�ö�(�‘
１７：３０～１９：３０ 会場：プラネタリウム 全席１,０００円
ＪＡＸＡのはやぶさ２プロジェクトの吉川真准教授をお招きして、講演と、飯山学芸
員との対談。最新の宇宙探査の状況を紹介します。

�€�•�‰�„���w�Ý�x�Í�•�†���w���x �~�Î�%���–���0 �•�•�€�ˆ�N���’
会場：展示場４階 通常の展示場観覧料金
２０１９年は周期表誕生１５０年で「国際周期表年」。これを記念した巡回展を、
３０周年の日の前後に特別展示。世界を作る「元素」を並べた周期表を学びましょう。
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１７：００～１７：４５ 会場：プラネタリウム 通常のプラネタリウム料金
３０周年記念日のプレデーに、西岡学芸員の星空解説に、ヴォーカルのＳＥＴＡさ
んによるライブの歌声が絡み合うちょっとスペシャルなプラネタリウムです。

�€�•�‰�•�†���w���x �~���,�	�5�=���ö���•�<�|�É�ü�J�?�; �Í�)�É���ª�x�Æ�Í�‘
１９：００～２０：３０ 会場：プラネタリウム 全席１,５００円
人気プラネタリウム「オーロラ」の制作者、西野学芸員の星空解説と、同作のオー
ロラ映像を撮影した写真家の中垣哲也氏の映像とトークでお届けするスペシャル
イベントです。

�€�€�‰�•�ƒ���w���x ���,�	�5�=���ö���•�þ�{�L�n�¥�›�—�’�Â
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１８：００～２０：１５（予定） 会場：プラネタリウム 全席６００円 共催：ＫＥＫ 協力：大阪大学
スイス・フランス国境にある世界最大の加速器ＬＨＣ。「ヒッグス粒子」を発見したこ
の実験装置では、今どんな研究が行われているのか。迫力の全天映像 Ｐｈａｎｔｏｍ
ｏｆ ｔｈｅ Ｕｎｉｖｅｒｓｅ の特別上映と、ＫＥＫ花垣和則教授ほかのトークで紹介。
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３０年を迎える展示
窮理の部屋 １６７

開館当初の「回転たまご」
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窮理の部屋
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移設前の「伝声管」と「エコーチューブ」
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長谷川 能三（科学館学芸員）
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星空歴史秘話

天の川をさぐる

星座は今からおよそ５０００年前、古代メ

ソポタミアで誕生したと考えられています。

はるか昔から人々は星空をながめ、その動

きの中に法則を見つけてきました。農耕や

狩猟といった生活を営むためには、季節の

変化を知ることが必要になります。そこで星

を頼りに季節の移り変わりを知り、生活の指

標にしてきました。

一方日本でも古代の時代から、星を専

門に観測する人々がいて、様々な天文現象の記録が残されています。日本では西

洋の星座とは独立に発達した、中国の星座が使われていました。そして星空で起こ

る現象は、天からのメッセージと考えられていました。そのため、星の動きを絶えず観

測して、将来を予測したり、悪いことが起こるのを防ごうとしたりしていたのです。

夜空の星は規則正しく変化しながらも、時には思いもかけない天文現象が起こり、

私たちを驚かせたりもします。古い観測記録には、日食や月食が起こったことや、突

然星が明るく輝く、超新星が現れた記録も残っています。これらの記録は、星空が長

い時間の間にどう変化するかを知る手掛かりとなり、現在の天文学にも生かされてい

ます。過去の人々が出会った星空を紹介しながら、どのように宇宙に関わってきたの

か、探ってみましょう。

企画・制作：江越 航（学芸員）

夏から秋の夜、空が暗くて星がよく見える場所で夜空を眺めると、天の川を見るこ

とができます。天の川の光はふつうの星のそれとは異なり、ぼんやりとしているので、

雲や霧のように感じられます。そこで昔から人々は、天の川の正体は何なのかと考

え、その謎を解きあかそうとしてきました。でも昔の時代は、正体がわからなかったの

で、人々は天に流れる川やミルクなどという神話や伝説を作って説明していました。

天の川の研究が進んだのは１５世紀以降のことです。大航海時代には、南半球へ

渡ったヨーロッパ人が、天の川が夜空をぐるりと取り巻いていることを発見します。さら

に１７世紀以降には、望遠鏡を使った観測により、天の川が星の集まりであることや、

それらの星々がどのように宇宙に分布しているか、ということが明らかになりました。そ

して現在では、天の川は、約２，０００億個の恒星があつまって形作る「天の川銀河

（銀河系）」という巨大な天体であることがわかりました。さらに、天の川銀河と同じよう�

９月からのプラネタリウム
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電池がわかる

な天体「銀河」が、宇宙にたくさんある

ことも知られるようになったのです。

今回のプログラムでは、プラネタリウ

ムの機能を使って、天の川をたどる世

界一周旅行や、宇宙旅行を体験しな

がら、人類が天の川の正体を探求して

きた歴史や、明らかになった天の川の

姿、天体の見どころなどをたっぷりとご

紹介します。

企画・制作：嘉数次人（学芸員）

飯山青海（学芸員）

�

電池が発明されたのは、今から約２００年前の１８００年のことになります。イタリア

の科学者アレッサンドロ・ボルタが、その偉大な発明をしました。イタリアのお札がユー

ロになる前の「リラ」だった時に、ボ

ルタの肖像画が描かれていたこと

もあります。

では、そのボルタが発明した電

池とはどのようなものだったのでしょ

うか。

現在の電池はとても複雑な構

造をしていますが、ボルタが発明し

た世界最初の電池はとても簡単な

仕組みで、道具があればだれもが作れるようなものでした。そしてその電池の原理を

理解すると、実は私たち人間も電池に「なる」ことができます。

他にも、炭を使って電池を作ることもできるのですが、これもまた、簡単な仕組みで

作ることができます。その実験もご紹介しますので、この方法を覚えておくとサバイバ

ル時に役立つかもしれません！

また、乾電池をたくさん直列につないだら、どんなことができるのかを試す実験も行

います。

電池の仕組みが分かる楽しい実験ですので、是非ご覧ください。

企画・制作：小野昌弘（学芸員）

ボルタが描かれたイタリアの１０,０００リラ札

９月からのサイエンスショー
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科学館行事予定

月 日 曜 行 事

９
開催中

プラネタリウム「星空歴史秘話」（～１２／１）
プラネタリウム「天の川をさぐる」（～１２／１）
プラネタリウム ファミリータイム
プラネタリウム「学芸員スペシャル」（～２０２０／３／３１の土日祝）
サイエンスショー「電池がわかる」（～１２／１）

１２ 木 中之島科学研究所コロキウム （詳細は８月号を参照ください）
２８ 土 開館３０周年記念スペシャルナイト「はやぶさ２ トークライブ」

５ 土 天体観望会「月と土星を見よう」（９／２４必着）
開館３０周年記念企画展「国際周期表年２０１９特別展」（～１０／２７）

１０ １０ 木 中之島科学研究所コロキウム
２６ 土 大人の化学クラブ２０１９
２７ 日 開館３０周年記念スペシャルナイト「満天のオーロラ ～星の輝く夜に～」

研修を修了した科学デモンストレーターが、ボランティアで実験ショーを行なっ
ています。９～１１月は、開館３０周年を記念して、学芸員がよりすぐりのショーも
行います。テーマと日時はホームページでご確認ください。

サイエンスショー開演時刻

１０：００ １１：００ １３：００ １４：００ １５：００
平 日 予約団体専用 ○ －

土日祝日 － ○ ○ ○ ○
所要時間：約３０分間、会場：展示場３階サイエンスショーコーナー、各回先着約１００名

プラネタリウムホール開演時刻

平 日
９：５０ １１：００ １１：５５ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

学習投影 ファミリー 学習投影 天の川 星空歴史 天の川 星空歴史

土日祝日
１０：１０ １１：００ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００
ファミリー※ 星空歴史 天の川 ファミリー 星空歴史 天の川 星空歴史

所要時間：各約４５分間、途中入場不可、各回先着３００席

● 星空歴史：星空歴史秘話
● 天の川：天の川をさぐる
● 学習投影：事前予約の学校団体専用（約５０分間）
● ファミリー：ファミリータイム（幼児とその家族を対象にしたプラネタリウム・約３５分間）
※９／１５（日）はジュニア科学クラブのため、１０：１０からの「ファミリータイム」はありません。
★土日祝日は、１７：００から「学芸員スペシャル」を投影します。
★学習投影以外の各回についても団体が入る場合があります。
☆プラネタリウム投影中、静かに観覧いただけない場合はプラネタリウムホールから退出していただきます

（ファミリータイムを除く）。観覧券の返金・交換はできませんのでご了承ください。

１０月末までの

インフォメーション
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天界きっての人気者、「土星」の環（わ）を見たことがありますか？月のクレーターを見たこと
はありますか？科学館の大型望遠鏡を使って、実際にその姿を観察してみましょう。
※天候不良時は、月や土星、星座に関するお話をします。
■日時：１０月５日（土） １８：３０～２０：００ ■場所：屋上他
■対象：小学１年生以上 ■定員：５０名（応募多数の場合は抽選）
■参加費：無料 ■申込締切：９月２４日（火）必着
■申込方法：往復ハガキに、住所・氏名・年齢（学年）・電話番号、一緒に参加希望の方の

氏名と年齢（学年）も記入して、大阪市立科学館「天体観望会１０月５日」係へ
※小学生の方は、必ず保護者の方と一緒にお申し込みください。
★友の会会員、ジュニア科学クラブ会員は、友の会事務局への電話で申し込みできます。

天体観望会「月と土星を見よう」

今、小惑星探査機「はやぶさ２」は、小惑星「リュウグウ」に滞在中で、探査活動の真っ最中
です。今回、ＪＡＸＡのはやぶさ２プロジェクトから、吉川真先生にお越しいただき、はやぶさ２
の探査について講演していただきます。さらに、科学館の飯山学芸員が聞き手となって、探
査機運用の現場の雰囲気や、小惑星探査の深いお話しをお聞きいたします。未踏の地を探
査する、最前線の研究現場のワクワク感をお楽しみください。
■出演者：吉川真准教授 （ＪＡＸＡはやぶさ２プロジェクト、ミッションマネージャー）

飯山青海（科学館学芸員）
■日時：９月２８日（土） １７：３０～１９：３０（開場は１７：１５） ■場所：プラネタリウムホール
■対象：一般 ※未就学児のご参加はご遠慮ください。
■定員：３００名 ■参加費：１,０００円
■申込方法：①科学館チケットカウンターにて前売りチケットをご購入いただくか、

②個人向けインターネット事前販売「Ｗｅｂｋｅｔ」にて、事前購入いただけます。
※くわしくは、科学館公式ホームページをご覧ください。

開館３０周年記念スペシャルナイト「はやぶさ２ トークライブ」

インフォメーション
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このマークのイベント参加者には、３０周年記念グッズをプレゼントします！

開館３０周年記念のスペシャルナイト第２弾！当館人気のプラネタリウム番組「オーロラ」
（２０１９年１２月より投影予定）に、多くのオーロラ映像を提供いただいたオーロラ写真家の
中垣哲也氏をお招きし、オーロラにまつわる科学やリアルな体験をお話しいただきます。今年
３月にリニューアルし、より本物らしい星空を実現するプラネタリウム投影機「インフィニウム
Σ-ＯＳＡＫＡ」の星空と、中垣氏が極北などで撮影したリアルなオーロラのコラボレーションを
お楽しみください！
■出演者：中垣 哲也（オーロラ写真家）、西野 藍子（科学館学芸員）
■日時：１０月２７日（日） １９：００～２０：３０ （開場は１８：３０）
■定員：３００名 ■参加費：１,５００円 ■場所：プラネタリウムホール
■対象：どなたでも（おもに大人向け）

※小学生以下の方は、必ず保護者の方と一緒にお申し込みください。
■申込方法：９月１３日（金）よりチケット販売開始。

①科学館チケットカウンターにて前売りチケットをご購入いただくか、
②個人向けインターネット事前販売「Ｗｅｂｋｅｔ」にて、事前購入いただけます。
※くわしくは、科学館公式ホームページをご覧ください。

開館３０周年記念スペシャルナイト「満天のオーロラ ～星の輝く夜に～」

大阪市立科学館 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／
電 話：０６‐６４４４‐５６５６ （９：００～１７：３０）
休館日：月曜日（休日の場合は翌平日）
開館時間：９：３０～１７：００ （プラネタリウム最終投影は１６：００から、展示場の発券・入場は１６：３０まで）
所在地：〒５３０‐０００５ 大阪市北区中之島４‐２‐１

■編集後記■
大阪市立科学館は今年１０月７日に開館３０周年を迎えます。私も学生時代から当館に足を運び、

科学を楽しんできました。いま学芸員として開館３０周年を迎えることができるのは、とても嬉しいことで
す。３０年の歩みをふまえ、さらに前進していけるよう、これからも頑張ります！めざせ、５０周年！★西野

インフォメーション
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